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令和5年 

仁叟寺年間行事予定 
 

1/1～1/3 年頭祈祷・年賀受 

1/4～1/7  年始挨拶 

1/10  年賀寺例 

2/3    大節分会 

2/15   釈尊涅槃会 

3/12  大般若会/大施食会 

3/18～3/24 春季彼岸会 

3/26  観桜供養祭 

4/8 釈尊降誕会（花祭り） 

7/13～7/16 新暦盂蘭盆会 

7/27~7/28（一泊二日） 

  第40回子供禅の集い 

8/10  中元寺例 

8/13～8/16  盂蘭盆会 

9/20～9/26 秋季彼岸会 

11/3   檀信徒研修旅行 

12/8   釈尊成道会 

12/10    歳暮寺例 

12/31    除夜会 
 

※毎週水曜日 定例坐禅会 

※隔週水曜日 梅花講稽古 

※隔週土曜日 華道教室 

※毎月最終土曜日 ヨガ教室  

仁叟寺住職 大本山より ～大本山總持寺監院～ 
 仁叟寺住職が大本山總持寺監院職をつとめてお

ります。来年令和６年は、太祖瑩山禅師七百回大

遠忌の年となり、本年は予修法要が各管区及び南

米北米欧州等の海外でも執り行われております。 

 監院老師は、大遠忌局総監を兼ね、大遠忌法要

の圓成の為、東奔西走の毎日を送っております。 

 来年の大遠忌法要では、仁叟寺の

縁ある皆様方と大本山でお会い出来

ることを楽しみにしております。 
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境内参道の舗装工事完了報告 
 老朽化が進み、長年の懸案でもありました仁叟寺西

門付近の公道について、このたび行政による第一期舗

装工事が、本年３月１５日に施工されました。第二期工事

は、本年度以降となります。神宮光信区長（当時）はじ

め地区の方々には、お世話になりました。 

 当山は、市指定文化財及び天然記念物を数多く有す

る寺院であり、また市指定避難所でもあります。多くの

方が見えられる公道の修繕、当山はもちろん地域にと

りましても、ありがたいことです。 
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仁叟寺大般若会大施食会報告 

 去る3月12日に修行されました仁叟寺大般若会大施食会。本年は清興として、ウクライナ民族

楽器演奏会をバンドゥーラ奏者カテリーナさんを招き、行いました。 

 式には凡そ140名が参列し、共にウクライナの楽器を聞き、平和を祈り、戦争の終結、ウクラ

イナの復興を皆で祈りました。また、当日は東日本大震災十三回忌が前日にあたり、合わせてご

供養をさせていただきました。 

 当時の状況は、地元上毛新聞記事にも掲載されました。茲にご紹介をし、報告いたします。 

㊧多くの方々が演奏に聞き入り、平和を祈りました ㊨上毛新聞記事(3/13付) 

渡辺章悟先生 東洋大学名誉教授にご就任 
渡
辺
章
悟
先
生
近
影 

 仁叟寺住職の実弟である渡辺章悟先生が、長年に亘り教授職

をつとめました東洋大学を定年となり、本年３月に退官いたしま

した。また６月には、同大学名誉教授を拝命いたしました。 

 東洋大学のほか、東京大学、早稲田大学、大正大学等で教鞭を

執り、東洋大学東洋学研究所長や仏教伝道協会研究員理事等を

歴任。仏教学の第一人者として、著書論文等多数。平成１７年に

は、『金剛般若経の研究』で博士号（文学博士）を取得しました。 

 仁叟寺にも、学生を引率し、参禅会を兼ねたゼミ研修会を行う

事も多々ございました。この度のご退職、お疲れ様でございまし

た。また名誉教授ご就任、おめでとうございました。 
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高崎市教育委員会 文化財保護調査 

多胡小学校開校１５０周年 ～坐禅会と遠足～ 
 本年は、地元高崎市立多胡小学校が開校１５０周年を迎える

記念の年です。多胡小学校は、仁叟寺寺子屋が発祥で、明治６

年に明治政府より学校令が配布され、仁叟寺に神保小学校が

開校。初代校長は、仁叟寺２６世機參學禪大和尚です。後、井池

小学校等を経て現在の多胡小学校に続いています。 

 ６月１日は、恒例の遠足があり、諸堂拝観のほか、坐禅会が

仁叟寺にて行われました。 

 周年事業も、来年２月２２日を予定として式典が開催される

運びとなりました。生徒数が減少しておりますが、歴史ある、

坐禅堂での参禅体験の様子 

 ６月５日、高崎市教育委員会文化財保護課の主催にて、

仁叟寺の古墳群で専門家を交え、調査を行いました。考

古学の専門家である右島先生、明治大学教授の若狭先

生にご臨席いただき、実地調査がなされました。 

 結果、以前から指摘されておりましたとおり、非常に珍

しく貴重な古墳群であることが判明。また現在まで開発

を免れ、しっかりと護られてきたことが大変稀有であるこ

とが判りました。市のみならず県若しくは国の指定が望

ましいとの声も上がりました。 

 当山関係各位始め多くの皆様のご協力を頂戴し、護持

されている仁叟寺の古墳群が、他に類をみない貴重な

史跡です。これからも大切に護らせていただきます。 

また縁ある学校の記念の年でありますので、当山と

しても、出来る事を協力させていただく所存です。 

里山再生事業 もみじ山仁叟寺古墳公園整備 

里山再生事業ボランティア集合写真（6月4日） 

 本年も平成25年の高崎市里山元気再

生事業より引き継いでおります「仁叟寺

もみじ山古墳公園」の下草刈りボラン

ティア作業を6月4日に行いました。参加

いただきました総代人世話人の皆様、あ

りがとうございました。次回は8月6日を

予定しておりますので、引き続き宜しくお

願い申し上げます。 

 植樹されたモミジ、サクラは勿論、紫

陽花、紫蘭、カタクリ、雪割草、彼岸花、キ

ツネノカミソリ、福寿草も根付いて参りま

した。当寺に見えられましたら、季節の

花々が迎えますので、是非ご清遊ください。合わせまして、整備した遊歩道が、地元地区の方々のご

協力で清掃作業を行っておりますこと、茲に報告し御礼申し上げます。 

万寿亭より望む仁叟寺古墳群風景 
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行雲流水（編集後記）     編集人 住職代行 渡辺龍道  

 梅雨も明け、夏が到来しました。暑中御見舞申し上げます。 

 さて、当山の徒弟であり、当方の長男哲道が、本年３月に高等学

校を卒業し、４月より大学生となりました。本人の思いがあり、宗

門大学ではなく、国立信州大学にて農学を学ぶこととなりました。 

 私も大学は、宗門大学ではなく歴史学を学びたいとの思いがあ

り、早稲田大学に進ませていただきました。よき学生時代を過ごす

ことが出来ました。学生時代に多くの人と出逢い、学び、吸収し、

体験して精進するよう、祈念しております。合掌 

仁叟寺の行事や各種教室等にご参加ください 

副住職 第１４教区長・吉井中央中PTA会長に 
 本年６月より、住職代行の渡辺龍道副住職が曹洞宗群馬県宗務所第１４教区長に就任いたしま

した。多野藤岡地区を中心とする４３箇寺の代表として４年間、おつとめさせていただきます。 

 また、令和５年度の地元高崎市立吉井中央中学校のPTA会長を仰せつかりました。合わせて高

崎市PTA連合会の第３ブッロク（吉井地域）のブロック長及び理事を拝命いたしました。 

 コロナ禍も収束の兆しが見え、通常に戻りつつあります。出来る範囲で、自身が出来る事を

しっかりとおつとめさせていただこうと考えております。 

 何卒宜しくご理解ご協力のほど、お願い申し上げます。 
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①第４０回仁叟寺子供禅の集い（７月２７日～２８日予定） 

 本年で４０回目となります。小学３～６年生が対象。禅と自然に親しみ、夏休みの思い出を。 

②仁叟寺秋の参拝研修旅行（１１月３日（文化の日）予定） 

 本年は、長野県松本市の古刹徳運寺様始め信州の紅葉と美術と美味に触れる研修旅行を予定。 

③仁叟寺ヨガ教室（毎月最終土曜日午後４時より、ヨガ講師：Minami先生） 

④仁叟寺梅花講（毎月２回、隔週水曜日午後１時３０分より） 

⑤仁叟寺坐禅会（毎週水曜日、午後７時より） 

⑥仁叟寺華道教室（草月流華道教室、隔週土曜日午後１時より） 

              詳細は当山までお問い合せ下さい 
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